;*******************************************************************************

;

;   PIC12F1822 PWM

;
PWMモジュール Singleモード使用  

;
f=2,500Hz Duty=33% クロック＝内部発振 4MHz

;
PWM信号　出力ﾋﾟﾝ＝RA2(5Pin)

;

;*******************************************************************************

    LIST    P=PIC12F1822,ST=OFF,R=DEC
;使用するPICを宣言し、全てのメモリーを'0'






;標準数値は10進数に設定する

    INCLUDE "P12F1822.inc"

;PIC12F1822の拡張命令を取り込む

;COFIG1の設定

    CONFIG1 = _FOSC_INTOSC
;内部発振を使用し、RA5(3Pin)をﾃﾞｼﾞﾀﾙとして使用する

    CONFIG1 &= _WDTE_OFF
;ウォッチドグタイマーを使わない

    CONFIG1 &= _PWRTE_OFF
;パワーオフタイマーを使わない

    CONFIG1 &= _MCLRE_OFF
;MCRﾘｾｯﾄを使わず、RA3(4Pin)をﾃﾞｼﾞﾀﾙとして使用する

    CONFIG1 &= _CP_OFF
;プログラムメモリーをプロテクトしない

    CONFIG1 &= _CPD_OFF
;データーEEPROMをプロテクトしない

    CONFIG1 &= _BOREN_OFF
;ブラウンアウトリセットを使わない

    CONFIG1 &= _CLKOUTEN_OFF;ｸﾛｯｸを出力せず、RA4(5Pin)をﾃﾞｼﾞﾀﾙとして使用する

    CONFIG1 &= _IESO_OFF
;内部/ 外部切り換えモードを無効にする

    CONFIG1 &= _FCMEN_OFF
;フェイルセーフ クロックモニタを無効にする

    __CONFIG _CONFIG1

;上記の内容をCONFIG1に設定

    ;__CONFIG _CONFIG1 , _FOSC_INTOSC & _WDTE_OFF & _PWRTE_OFF &  _MCLRE_OFF 

    ;& _CP_OFF & _CPD_OFF & _BOREN_OFF & _CLKOUTEN_OFF & _IESO_OFF & _FCMEN_OFF

    ;でも同じ

;CONFIG2の設定

    CONFIG2 = _WRT_OFF

;フラッシュメモリ自己書き込み保護を使わない

    CONFIG2 &= _PLLEN_OFF
;4xPLL を無効にする(内部発振で32MHｚを使用しない)

    CONFIG2 &= _STVREN_OFF
;ｽﾀｯｸのｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰまたはｱﾝﾀﾞｰﾌﾛｰによってﾘｾｯﾄを





;発生させない

    CONFIG2 &= _BORV_HI

;ブラウンアウト リセット電圧設定を'HI'にする

    CONFIG2 &= _LVP_OFF

;ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時にMCLR に高電圧を印加する必要がある

    __CONFIG _CONFIG2
;上記の内容をCONFIG2に設定

    ;__CONFIG _CONFIG2 , _WRT_OFF & _PLLEN_OFF & _STVREN_OFF & _BORV_HI 

    ;& _LVP_OFFでも同じ

;プログラムの開始番地宣言

    ORG
0h

;プログラム開始番地

    GOTO    START
;

    ORG
4h

;リセット後のプログラム開始番地

    GOTO    START
;

START


;ここからプログラムを開始    

;**************************    

;   PICの動作設定   

;**************************    

  ;クロック設定（OSCCON;BANK_1） 

    MOVLB   1

    ;BANK_1に切替

    MOVLW   B'01101000'
    ;内部発振で4MHzに設定する設定値

    MOVWF   OSCCON
    ;;内部発振で4MHzに設定

  ;ピンの入・出力種設定（TRISA;BANK_1） 

  ; MOVLB   1

    ;TRSAはOSCCONと同じBANK_1にあるので切替の必要はない

    MOVLW   B'00001000'
    ;RA3以外を出力ﾋﾟﾝに設定する設定値

    MOVWF   TRISA
    ;RA3以外を出力ﾋﾟﾝに設定

  ;ピンのアナログ・デジタル設定（ANSELA;BANK_3）

    MOVLB   3

    ;BANK_3に切替

    MOVLW   B'00000000'
    ;全てのピンをデジタルで使用する値

    MOVWF   ANSELA
    ;全てのピンをデジタルで使用

  ;PWM出力ﾋﾟﾝを設定（APFCON;BANK_2）

    MOVLB   2

    ;BANK_2に切替

    BCF
    APFCON,CCP1SEL  ;APFCONのCCP1SELを”0”にして、




    ;RA2（5Pin）にPWM信号を出力させる

;********************************    

;   PWM信号の設定 2,500Hz,Duty33%    

;********************************

  ;PWM信号のモード設定（CCP1CON;BANK_5）

    MOVLB   5

;BANK_5に切替

    MOVLW   B'00001100'
;Single PWMモードにする値

    MOVWF   CCP1CON
;Single PWMモードで使用

  ;ポストスケーラー・プリスケーラー設定（T2CON;BANK_0）

    MOVLB   0

;BANK_0に切替

    MOVLW   B'00000001'
;ポストスケーラー＝1,プリスケーラー＝4,Timer2＝OFFの設定値

    MOVWF   T2CON
;ポストスケーラー＝1,プリスケーラー＝4,Timer2＝OFFに設定

  ;PWM信号の周波数設定（PR2;BANK_0）

   ;MOVLB   0

;T2CONとPR2は同じBANK_0にあるのでBANKを切り替える必要無し

    MOVLW   B'01100011'
;D'99'は f=2,500Hzにする値




;PR2＝(((ｼｽﾃﾑｸﾛｯｸ周波数)*4)*ﾌﾟﾘｽｹｰﾗｰ値/ﾎﾟｽﾄｽｹｰﾗｰ値)-1




;=((4,000,000/(2,500*4*4)/1)-1




;ワンカウントの時間＝((1/4,000,000)*4)*4＝4uSec

    MOVWF   PR2

;PWM周波数を2,500Hzに設定

  ;PWM信号のDutyサイクルを設定（CCPR1;BANK_5）

    MOVLB   5

;BANK_5に切替

    MOVLW   B'00100001'
;D'33',Duty=(CCPR1)/(PR2+1)＝33/100




;CCPR1＝(33/100)*(PR2+1)=33

    MOVWF   CCPR1
;Duty=33%に設定

;*************************************

;   初期化

;*************************************

  ;初期状態の出力を設定（PORTA;BANK_0）

    MOVLB   0

;BANK_0に切替

    MOVLW   B'00000000'
;全ての出力を'0'に設定する値

    MOVWF   PORTA
;全ての出力を'0'に設定

;*************************************

;   Timer2スタート

;*************************************

  ;Timer2をスタートする（T2CON;BANK_0）

   ;MOVLB   0

;T2CONはPORTAと同じBANK_0にあるので、BANK切替の必要無し

    BSF
    T2CON,TMR2ON;T2CONのTMR2ONのbitを'1'にしてTimer2をスタートする

END


;プログラム末尾宣言

    ;ｱｾﾝﾌﾞﾙするとWarning[207]が出ますが、これはﾆﾓﾆｯｸの前にｽﾍﾟｰｽがあるためです

    ;ｱｾﾝﾌﾞﾙするとWarning[205]が出ますが、これはﾆﾓﾆｯｸの前にｽﾍﾟｰｽが無いためです

    ;Errorが出なければ問題ありません

